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沼田町の川（五十音順）

石田沢川
沼田ポン川の支流。開拓入地者のひとりだった石田要造氏の姓をとったもの。

ウッカ沢川
以前にはウッカヤオマナイ川と言った。アイヌ語で「ヤオマナイ」は流るる川、
「ウッカ」は浅瀬、浅瀬に注ぐ川の意味である。

雨竜川
秩父別町、深川市多度志両地区と沼田町の境を流れている。川の名称は「雨竜郡」
のウリロぺツ、鵜の川からきている。

佐々木沢川
昭和の奥地で幌新太刀別川の源となってる大きな沢。炭層の発見者が記念に自分の
苗字をつけたと言われる。

支線の沢川
幌新太刀別川の支流。幌新から分岐した沢を「支線の沢」この沢に以前20数戸の農
家が住んでいたが、その後全域をせき止め幌新ダムがつくられた。

白木沢川
沼田ポン川の支流、以前は沢だけだったがその後流路が延長、またポン川合流地点
には白木沢ダムがある。

沼田ポン川
雨竜川の支流。単にポン川といったときもある。沼田ポン川の支流にポンニタシベ
ツ川やポンポンニタシベツ川がある。

東ウッカ沢川
町の東端で、深川市多度志との境界近くを流れている。当時はウッカ部落の大きな
沢であった。

美葉牛川
下流が沼田町と北竜町の境になっている雨竜川の支流。名前の由来はアイヌ語のピ
パ・ウシ。「カラス貝が多い」という意味がある。
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幌新太刀別川
雨竜川の支流。ポンニタシベツ対してポロニタチベツは「大きい方・魚の入る大事
な方・湿地を流れる大野地川」の意味。

本陣沢川
幌新太刀別川の支流で現在の流路野延長は50キロメートル。
ポンニタシベツ川
沼田ポン川の支流。ポンとは「小さい・役に立たない」（※山ひとつ越した平地）
との意味がある。ニタシは「野地を流るる川・湿地にある川」の意味。

ポンポンニタシベツ川
沼田ポン川の支流である。ポン・ポンと同じ意味の言葉をふたつ重ねたことは、ア
イヌ語で「本当に役に立たない・湿地にある」という意味。ポンには山ひとつ越し
た平地という意味もある。

真布川
幌新太刀別川の支流。アイヌ語のシルトルマップから由来している、「山の間にあ
る川」という意味。

右大股川
幌新太刀別川の支流。下流から見て右岸のやや大きな支流で、これより少し上流の
左岸に「左大股」の沢がある。


